









































よって 2014 年 12月 24 日に早稲田大学大学院政治学研究科に提出され，同研究科運営委員会











  問題の所在  仮説・結論  研究の方法 
第１章 本研究の目的と仮説 
  第１節  なぜアウトリーチ戦略が重要なのか  第２節 アウトリーチ戦略に関する
先行研究の批判的検討  第３節 アウトリーチ戦略を政党政治の中に位置づけるため
の予備作業  第４節  仮説  
第２章 アウトリーチ戦略の誕生と発達 
はじめに  第１節 概念  第２節 歴史：起源および開花  小結 
第３章 アウトリーチ戦略の展開 
はじめに  第１節 2008 年選挙：人種アウトリーチと地上戦回帰の展開  第２節  
2010 年選挙：保守派の草の根運動とヒスパニック票をめぐる展開  第３節 2012 年  
選挙：ビッグデータ選挙とアウトリーチの展開  小結 
第４章 アウトリーチ戦略の効果と限界 
はじめに  第１節 効果：新しい「コミュニケーション空間」の創出  第２節 限界：
範囲と効果の多様性  小結 
第５章 結論 






























































































































































Michael, The New Americans: How the Melting Pot Can Work Again, 2001, pp.175-185）か，事例とし
て触れられる(Abrajano, Marisa A., and R. Michael Alvarez, New Faces New Voices: the Hispanic 
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